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免
許
返
納
者
や
高
齢
者
の

移
動
手
段
と
な
る
公
共
交

通
等
の
確
保
や
補
助
す
る
仕
組
み

は
。

糸
魚
川
大
火
の
教
訓
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
町
内
の
木
造
住
宅

密
集
地
に
対
す
る
防
災
対
策
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

免
許
返
納
し
た
高
齢
者
の

健
康
管
理
や
認
知
症
予
防

の
支
援
は
。

住
宅
警
報
器
助
成
制
度
の

再
実
施
と
設
置
を
促
す
広

報
活
動
の
強
化
、
電
池
切
れ
や
部

品
の
劣
化
等
対
策
は
。

　

自
主
返
納
者
の
促
進
と
支
援

を
目
的
と
し
て
、「
愛
の
り
タ
ク

シ
ー
」
又
は「
湖
東
圏
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
」
の
回
数
券
９
千
円

分
を
無
料
で
交
付
し
て
い
る
。

　

病
院
、
買
い
物
、
Ｊ
Ｒ
・
近
江

鉄
道
の
最
寄
駅
ま
で
の
利
用
が
主

な
も
の
で
、
公
共
交
通
と
し
て

定
着
し
て
き
た
。「
愛
の
り
タ
ク

シ
ー
」
運
賃
改
定
や
時
刻
表
の
変

更
を
検
討
し
て
い
る
。

　

免
許
返
納
者
の
支
援
と
し
て
代

替
交
通
手
段
の
充
実
の
他
、
認
知

症
予
防
を
含
め
た
介
護
予
防
が
重

要
で
、
３
つ
の
事
業
を
展
開
。

　

一
つ
は「
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
」
の
認
知
症
予

防
を
含
め
た
、
社
会
参
加
促
進
型

　

火
災
警
報
器
の
設
置
等
に
関
す

る
補
助
制
度
は
、
日
常
生
活
用
具

給
付
等
事
業
と
し
て
65
歳
以
上
低

所
得
者
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

に
は
助
成
制
度
が
あ
る
が
、
新
た

な
助
成
制
度
の
創
設
は
考
え
て
い

　

糸
魚
川
大
火
の
教
訓
と
し
て
、

何
よ
り
優
先
す
べ
き
は
、
被
災
さ

れ
た
住
民
を
始
め
消
防
活
動
に
従

事
さ
れ
る
全
て
の
方
の
安
全
で
あ

る
こ
と
、
火
災
予
防
や
初
期
消
火

の
啓
発
や
訓
練
で
、
繰
り
返
し
浸

透
さ
せ
る
こ
と
、
消
防
署
や
自
治

会
、
団
員
が
勤
務
し
て
い
る
企
業

な
ど
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
平
常

時
か
ら
情
報
の
共
有
や
交
換
を

（
総
合
政
策
部
長
）

（
長
寿
社
会
課
長
）

（
危
機
管
理
対
策
室
長
）

（
危
機
管
理
対
策
室
長
）

問

問

問

問

答答

答

答

住宅が密集している地域

車両損傷事故が起こった道路陥没箇所

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
対
策

住
宅
火
災
対
策

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
。

　

二
つ
は
、
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー

等
の
５
会
場
で
運
動
を
中
心
と
し

た「
健
康
元
気
も
り
も
り
教
室
」。

　

三
つ
は「
地
域
高
齢
者
助
け
合

い
事
業
」
の
居
場
所
づ
く
り
で
自

治
会
等
へ
補
助
金
を
交
付
。　

　

返
納
さ
れ
る
方
が
介
護
を
要
す

る
状
態
で
あ
れ
ば
介
護
保
険
制
度

の
案
内
を
行
い
、
同
意
が
得
ら
れ

た
場
合
は
警
察
か
ら
地
域
包
括
セ

ン
タ
ー
へ
、
返
納
者
情
報
提
供
の

連
絡
体
制
を
設
け
、
セ
ン
タ
ー
が

相
談
の
窓
口
と
な
り
、
必
要
に
応

じ
、
プ
ラ
ン
作
成
し
、
健
康
管
理

や
認
知
症
予
防
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

な
い
。

　

設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
10
年
以

上
が
経
過
し
、
電
池
切
れ
な
ど
交

換
が
必
要
な
時
期
に
つ
い
て
、
区

長
総
代
会
や
町
防
災
訓
練
、
自
治

会
の
防
火
訓
練
等
で
周
知
を
し
て

い
る
。

　

火
災
警
報
器
の
更
新
や
設
置

は
、
チ
ラ
シ
配
布
、
防
災
行
政
無

線
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
消
防
自
警

団
に
年
末
配
布
の
防
火
診
断
表
に

掲
載
な
ど
、
各
家
庭
で
の
火
災
警

報
器
の
点
検
や
、
設
置
に
向
け
た

意
識
高
揚
を
図
る
よ
う
広
く
周
知

し
て
い
く
。

図
っ
て
行
く
事
が
大
切
で
あ
る
。

　

ソ
フ
ト
整
備
は
、
消
防
署
、
消

防
団
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
各
自
治
会
で
の
防
災
・
防
火

訓
練
を
重
ね
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
冷
静
な
判
断
や
行
動
が
実
践
で

き
る
よ
う
更
な
る
支
援
を
行
う
。

　

ハ
ー
ド
整
備
は
火
災
警
報
器
の

設
置
や
更
新
の
啓
発
を
図
り
、
初

期
消
火
に
必
要
な
消
火
栓
器
具
の

位
置
や
更
新
に
係
る
助
成
、
消
防

水
利
確
保
の
助
成
、
自
警
団
へ
の

動
力
ポ
ン
プ
等
器
具
の
運
用
、
取

扱
い
指
導
を
重
ね
、
地
域
防
災
の

強
化
と
も
に
、
更
な
る
防
災
対
策

の
充
実
を
図
っ
て
行
く
。

①
国
道
・
県
道
・
町
道
・

そ
の
他
の
道
路
は
町
内
に

何
キ
ロ
あ
り
、
そ
の
維
持
管
理
は

ど
う
か
。

②
こ
こ
数
年
の
町
道
の
陥
没
に
よ

る
事
故
件
数
と
損
害
賠
償
金
額
は

ど
う
か
。

③
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
修
繕
と
維
持

管
理
、事
故
防
止
対
策
は
ど
う
か
。

④
そ
の
他
の
道
路
で
事
故
が
起
こ

っ
た
が
、
一
般
車
が
通
る
以
上
、

町
が
責
任
も
っ
て
維
持
管
理
す
べ

き
で
な
い
か
。

①
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
基
地
と
し
た

ら
ど
う
か
。

②
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
施
設
と
し
て

特
産
物
の
紹
介
と
販
売
・
飲
食
な

ど
も
考
え
た
ら
ど
う
か
。

①
半
照
明
に
切
り
替
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

②
経
費
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
見
直

し
は
で
き
な
い
か
。

③
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
早
く
交
換
で
き
な
い

か
。

④
利
用
料
金
の
削
減
を
求
め
る
。

①
国
道
の
延
長
は
国
道
８
号
・

3
0
7
号
で
約
6.7
㎞
、
県
道
の
延

長
は
約
33.4
㎞
、
町
道
の
延
長
は
約

2
0
7
㎞
、
そ
の
他
の
道
路
は
農

業
用
道
路
で
約
61
㎞
で
あ
る
。

　

国
道
８
号
は
滋
賀
県
国
道
事
務

所
、
国
道
3
0
7
号
お
よ
び
県
道

に
つ
い
て
は
滋
賀
県
、
町
道
な
ら

び
に
そ
の
他
の
道
路
は
愛
荘
町
お

よ
び
土
地
改
良
施
設
所
有
者
等
が

維
持
管
理
し
て
い
る
。

②
平
成
26
年
6
月
時
点
か
ら
現
在

ま
で
９
件
発
生
、
損
害
賠
償
金
額

は
25
万
６
，９
９
７
円
で
あ
る
。

③
町
道
に
お
け
る
修
繕
、
維
持
管

④
10
月
9
日
発
生
し
た
道
路
陥
没

箇
所
で
の
車
両
損
傷
事
故
に
つ
い

て
、
事
故
当
事
者
に
迷
惑
を
お
か

け
し
た
こ
と
を
遺
憾
に
思
っ
て
い

る
。

　

今
後
、
自
治
会
や
農
業
者
に
情

報
提
供
を
お
願
い
し
、
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
土
地
改
良
施
設
所
有

者
等
と
早
急
に
対
策
を
協
議
し
て

い
く
。

①
町
内
外
は
も
と
よ
り
、
県
外
か

ら
も
多
く
の
人
々
に
来
訪
し
て
頂

き
、
交
流
が
で
き
る
活
気
の
あ
る

施
設
に
し
て
い
き
た
い
。

　

常
に
新
し
い
情
報
を
発
信
し
、

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
や
ス
マ
ー
ト
ホ

ン
等
を
活
用
し
た
プ
ッ
シ
ュ
通
知

も
効
果
的
と
考
え
て
い
る
。

②
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
、
町
の
紹
介

は
も
と
よ
り
、
町
内
施
設
の
案
内

や
宣
伝
を
行
う
。

　

施
設
内
に
は
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー

ナ
ー
や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
、町
の
特
産
品
の
紹
介
や
販
売
、

ふ
る
さ
と
納
税
品
な
ど
の
紹
介
を

考
え
て
い
る
。

　

こ
の
施
設
が
、
訪
れ
て
頂
い
た

方
々
に
愛
荘
町
を
満
喫
し
て
い
た

だ
け
る
施
設
と
な
る
よ
う
努
め

る
。

①
半
分
の
照
明
に
切
り
替
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
照
明
器
具
ご
と

の
配
線
を
全
部
見
直
す
必
要
が
あ

り
、
高
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
困

難
で
あ
る
。

②
電
気
代
の
増
額
分
と
照
明
利
用

料
を
単
純
に
比
較
す
る
と
、
実
費

よ
り
二
分
の
一
以
下
の
照
明
利
用

料
と
な
っ
て
い
る
。

③
大
規
模
な
改
修
が
必
要
と
な
っ

た
時
に
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
昭
明
の
費
用

対
効
果
を
考
慮
し
て
検
討
す
る
。

④
Ｌ
Ｅ
Ｄ
昭
明
へ
更
新
す
る
と
消

費
電
力
は
二
分
の
一
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
設
置
費
用
が
高

額
と
な
る
。
他
市
町
の
状
況
も
鑑

み
な
が
ら
検
討
す
る
。

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
地
域
福
祉
課
長
）

問

問

問

答

答

答

答

町
内
の
道
路
の
維
持
管
理

ふ
れ
あ
い
交
流
館
の
活
用

は
つ
ら
つ
ド
ー
ム
の
照
明

河村　善一 議員河村　善一 議員

一般車が通る以上、町が責任もって
道路の維持管理をすべき

Q

農道の維持管理

土地改良施設所有者等と、
早急に道路の維持管理について協議する

A

理
に
つ
い
て
は
担
当
課
と
委
託
業

者
に
よ
る
維
持
補
修
を
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
他
道
路
に
つ
い
て
は

ケ
ー
ス
に
応
じ
て
土
地
改
良
施
設

所
有
者
等
と
協
議
し
、
随
時
対
応

し
て
い
る
。

　

事
故
防
止
対
策
と
し
て
は
、
担

当
課
や
委
託
業
者
に
よ
る
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
や
全
職
員
に
よ
る
通

報
、
郵
便
局
に
情
報
提
供
を
お
願

い
し
て
い
る
。

伊谷　正昭 議員伊谷　正昭 議員

町内木造住宅密集地の
　　　　　防災対策の取り組みは

Q

住宅火災対策

地域防災力の強化と更なる防災対策の充実を図るA


